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国の重要文化財の方丈（本堂）

南北朝末期に開山された
普門寺には幾多の歴史が

今月の
　記念日

材料（４人分）

作り方

　1941年12月15日、ファシズムとたたかってきたフランスの国会議員であるガ
ブリエル・ペリは銃殺された。彼を裏切らせるために、ドイツ軍は様々な甘い
言葉をささやき、拷問を行ったが、彼は毅然として拒否した。ペリの一周忌に
あたって、ルイ・アラゴンは「もしも、 もう一度人生をやり直さねばならぬと
しても、私は同じ道を行くだろう」と詩を詠んだ。私たちは、勇気をもって信
念を貫くペリやアラゴンのような生き方ができるだろうか。

　第一次世界大戦で多くの子どもの命が奪われたことの反省の上に立ち、1924年に国際連盟で世界初の「こどもの
権利に関する公式文書」が採択され、子どもに最善のものを与えるべき義務を負う４つの原則として「生きる権
利」「育つ権利」「守られる権利」「参加する権利」を公式文書で明記しています。1954年に「子どもたちの世界的
な友愛と相互理解の日、また世界の子どもたちの福祉を増進させる活動の日」として制定。1989年11月20日、すべ
ての子どもに人権を保障する初めての国際条約「子どもの権利条約」が国連総会で採択。日本は1994年に「子ども
の権利条約」を批准し、国連加盟国を上回る196の国と地域で締結され、世界で最も広く受け入れられています。

もし　もう一度　行けとなら　
私はまた　この道を行こう 11月20日

世界こどもの日

　

24
年
の
歳
月
を
超
え
た
男
女
の
関
係
が
、

12
年
ご
と
の
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
語
ら
れ

ま
す
。
２
０
０
０
年
、
ソ
ウ
ル
に
暮
ら
す
12

歳
の
少
女
ノ
ラ
と
少
年
ヘ
ソ
ン
は
、
よ
き
ラ

イ
バ
ル
で
あ
り
、
お
互
い
淡
い
恋
心
を
抱
い

て
い
ま
し
た
が
、
ノ
ラ
の
一
家
が
カ
ナ
ダ
に

移
住
す
る
こ
と
に
な
り
、
離
れ
離
れ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
12
年
後
（
２
０

１
２
年
）、
24
歳
の
ノ
ラ
は
若
き
劇
作
家
に

な
り
夢
を
叶
え
る
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移

っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達

し
た
時
代
、
ソ
ウ
ル
の
大
学
で
学
ぶ
ヘ
ソ
ン

は
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
使
っ
て
ノ
ラ
を
探

し
出
し
、
ふ
た
り
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
語
り
あ

う
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
学
業
や
執
筆
に
忙

し
く
連
絡
を
絶
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
12
年
後
の
２
０
２
４
年
（
36

歳
）。
ア
メ
リ
カ
人
の
作
家
ア
ー
サ
ー
と
結

ルイ・アラゴン
（1897年～1982年　詩人）

初
め
て
恋
を
し
た
ふ
た
り
は
、

24
年
後
、
Ｎ
Ｙ
で
再
び
め
ぐ
り
逢
う カレークリームシチュー

吹田市職労　山口　知夏さん

協力：現業評議会・給食部会

柿
葺
き
の
屋
根
が
美
し
い

　

酒
造
り
が
盛
ん
な
富
田
地
域
に
あ
る
普

門
寺
は
、
慈
雲
山
と
号
し
て
臨
済
宗
妙
心

寺
派
に
属
し
、
釈
迦
如
来
と
十
一
面
千
手

観
音
を
本
尊
と
し
ま
す
。
明
徳
年
間
（
14

世
紀
末
）
に
僧
・
説せ
つ

厳が
ん

が
創
建
し
、
永
禄

年
間
（
16
世
紀
後
半
）
に
、
室
町
幕
府
の

管
領
細
川
晴
元
や
14
代
将
軍
足
利
義
栄
が

滞
在
し
、
普
門
寺
城
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
に
は
、
中
国
・
明
の
高

僧
、
隠
元
が
宇
治
に
万
福
寺
を
開
く
ま
で

の
間
、
こ
こ
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

柿こ
け
ら
ぶ葺
き
の
屋
根
が
美
し
い
国
の
重
要
文

化
財
の
方
丈（
本
堂
）は
、永
禄
期
の
建
築

で
す
。
襖
絵
は
狩
野
安
信
の
水
墨
画
が
あ

り
ま
す
が
、
昭
和
に
一
時
、
無
人
の
寺
に

な
っ
た
た
め
、傷
み
が
激
し
い
状
態
で
す
。

寺
の
歴
史
を
学
ん
で
伝
え
よ
う

　

国
の
名
勝
の
庭
園
は
江
戸
時
代
初
期
の

枯
山
水
庭
で
沙
羅
双
樹
が
あ
り
、
梅
雨
の

こ
ろ
に
は
花
を
楽
し
め
ま
す
。
２
０
０
０

年
12
月
に
境
内
が
国
の
名
勝
に
追
加
指
定
。

現
在
、
富
田
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
に
よ

る
公
共
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
寺
周

辺
の
景
観
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

重
要
文
化
財
の
維
持
に
は
苦
労
も
多

く
、
次
世
代
へ
の
伝
承
が
非
常
に
大
変
で

す
。
お
茶
と
菓
子
を
い
た
だ
き
、
寺
の
歴

史
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
志
納
金
が

必
要
）。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

124

重要文化財や国の名勝
維持して次世代につなげて

①�鶏肉、じゃがいもは一口大に切る。人参はいちょう切り、
玉ねぎはくし型切りにする。
②�鶏肉、人参、玉ねぎを油で炒める。
③�材料に水がかぶる程度の水を入れ、沸騰したらじゃがいも
を入れ野菜が柔らかくなるまで煮る。
④�野菜が柔らかくなったらカレールゥ、牛乳、えんどう豆
（グリーンピース）を入れ一煮立ちさせる。

■�鶏肉180ｇ、人参120ｇ、玉ねぎ180ｇ、じゃがいも150ｇ、
えんどう豆（またはグリーンピース）20ｇ、�マカロニ40
ｇ、牛乳240cc、カレールゥ80ｇ

婚
し
て
い
た
ノ
ラ
の
も
と
に
、
ヘ
ソ
ン
か
ら

突
然
連
絡
が
あ
り
、
24
年
ぶ
り
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
再
会
す
る
こ
と
に
…
。

　

ノ
ラ
と
ア
ー
サ
ー
は
複
雑
な
思
い
を
抱
え

て
ヘ
ソ
ン
と
会
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
決

し
て
単
な
る
三
角
関
係
の
物
語
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
身
も
韓
国
か
ら
北
米
に
移
住
し
た

セ
リ
ー
ヌ
・
ソ
ン
監
督
の
実
体
験
が
反
映
さ

れ
た
作
品
で
、
韓
国
と
ア
メ
リ
カ
と
い
う
異

な
る
言
語
・
文
化
の
下
で
育
っ
た
ノ
ラ
が
、

二
つ
の
異
な
る
価
値
観
の
間
で
揺
れ
動
き
な

が
ら
自
分
の
人
生
を
決
断
す
る
様
を
描
き
ま

し
た
。
た
だ
、
観
る
人
に
よ
っ
て
受
け
取
り

方
は
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
。
印
象
に
残
っ
た

の
は
12
歳
の
時
の
別
れ
の
シ
ー
ン
、
階
段
を

上
っ
て
い
く
ノ
ラ
と
平
た
ん
な
道
を
歩
い
て

い
く
ヘ
ソ
ン
、
ふ
た
り
の
将
来
を
象
徴
す
る

よ
う
で
し
た
。
今
年
４
月
に
大
阪
で
公
開
。

普門寺

高槻市


